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『 』中間検討会 学習指導要領の解説と展開
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本研究所では，去る２月２日に中間検討会を行いまし
た。 月３日の入所以来，後期４名の研究員はそれぞれ ★小学校用全教科・領域が揃いま10
のテーマについて研究を重ね 「テーマ検討会 「項立 した！Ｑ＆Ａ形式のわかりやす， 」，

」， 。 。て検討会 「検証授業」と大きな山を一つ一つ越えてき い解説書です ご活用ください
ました。中間検討会はいよいよ最後の山の入口にたどり

『算数』の目次（抜粋）着いた段階と言えます。
検討会では，それぞれ 分間の持ち時間で「テーマ設20

定理由 「研究内容 「結果と考察」についての説明を ◆算数科はどう変わったか」， 」，
行いました。
質疑応答では忌憚のない意見や質問が飛び交い，より ◆「習得・活用・探求」を算数

完成度を高めるための改善点やアイディアが提案され， 科ではどう考えればよいか
有意義な検討会と
なりました。 ◆「言語活動の充実」と算数科
第 期教育研91

究 員成果報告会 ◆「全国学力・学習状況調査」
は， 月 日の を見据えた指導3 27

より本研究 ◆算数科の授業をどう展開する14:00
所にて行います。 か
小学校・中学校の ◆指導計画の作成
先生方のご出席を
心よりお待ちして ◆授業改善のポイント
おりす。

実践とつなげる重要さ 新たな視点をもって
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